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東
京
地
評
は
、
9
月
27
日
に

第
19
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
19
大
会
方
針
の
概
要
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

□
重
大
情
勢
下
の
大
会

東
京
地
評
は
、
コ
ロ
ナ
禍
、

安
倍
首
相
が
「
辞
任
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
る
」
と
い
う
歴
史
的

転
換
期
に
大
会
を
向
か
え
ま

す
。
安
倍
首
相
の
7
年
8
カ
月

は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
非
正
規

雇
用
、
貧
困
と
格
差
を
拡
大
し

ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
法
制
の

大
改
悪
を
強
行
し
、
消
費
税
の

2
度
に
わ
た
る
増
税
で
個
人
消

費
と
経
済
を
停
滞
さ
せ
、
コ
ロ

ナ
禍
へ
の
無
策
が
追
い
打
ち
を

か
け
る
危
機
的
状
況
下
で
政
権

を
投
げ
出
し
ま
し
た
。
政
治
に

空
白
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

後
継
政
権
が
、
様
々
な
安
倍

疑
惑
に
フ
タ
を
し
、
民
主
主
義

・
立
憲
主
義
・
国
会
審
議
を
軽

視
し
、
改
憲
策
動
や
対
米
従
属

の
軍
事
大
国
化
な
ど
、
安
倍
政

治
の
悪
政
を
継
続
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

東
京
地
評
は
、
労
働
組
合
の

要
求
を
実
現
す
る
立
場
で
、
首

都
東
京
の
た
た
か
う
労
働
組
合

の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
市
民
・

労
働
組
合
と
野
党
の
共
闘
を
つ

く
り
、
全
力
で
た
た
か
う
方
針

を
今
大
会
で
確
立
し
ま
す
。

◇
19
大
会
・
運
動
の
重
点

①
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
労
働
運
動

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
労
働
組
合

は
、
運
動
と
組
織
確
立
に
新
た

な
形
態
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

運
動
に
は
、
大
勢
で
集
ま
る

・
行
動
す
る
こ
と
は
必
要
不
可

欠
で
す
が
、
新
型
感
染
症
対
策

へ
の
対
応
と
し
て
、
情
報
技
術

を
活
用
し
、
ネ
ッ
ト
戦
略
も
重

視
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
情
報
の
集

中
と
拡
散
、
労
働
相
談
と
組
織

化
の
ツ
ー
ル
と
し
ま
す
。
2
0

2
0
年
の
東
京
最
賃
審
議
会
に

エ
キ
タ
ス
が
短
時
間
で
多
く
の

労
働
者
か
ら
労
働
と
生
活
の
実

態
を
集
め
ま
し
た
。
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
は
社
会
的
不
満
に
満
ち
て

お
り
、
そ
れ
ら
を
汲
み
と
る
多

様
な
手
段
を
つ
く
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
各

局
横
断
の「
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
」

を
中
心
に
機
動
的
な
行
政
要

請
、
都
議
会
議
員
懇
談
な
ど
適

時
設
定
し
、
独
自
活
動
を
強
化

・
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

②
21
春
闘
〜
大
幅
賃
上
げ
・
社

会
的
賃
金
闘
争
を
強
化
す
る

21
春
闘
に
お
い
て
、
単
産
、

地
域
組
織
の
個
別
方
針
は
重
視

し
、
大
幅
賃
上
げ
を
め
ざ
し
、

社
会
的
賃
金
闘
争（
最
低
賃
金
、

公
契
約
条
例
、
公
務
最
賃
）
を

重
点
と
し
ま
す
。
職
場
闘
争
、

産
別
統
一
闘
争
、
単
産
・
地
域

の
統
一
闘
争
、
官
民
共
闘
を
引

き
続
き
強
化
し
、
要
求
集
約
と

提
出
、
ス
ト
権
を
確
立
し
て
闘

争
を
強
化
な
ど
、
原
則
的
に
た

た
か
い
ま
す
。
ま
た
、
組
織
強

化
と
両
輪
で
取
り
組
み
ま
す
。

争
議
支
援
行
動
を
重
視
し
、
職

場
か
ら
雇
用
と
権
利
を
守
る
運

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

労
働
団
体
と
中
小
企
業
団
体

と
の
連
携
・
共
同
を
重
視
し
、

中
小
企
業
シ
ン
ポ
な
ど
の
取
り

組
み
を
成
功
さ
せ
ま
す
。

最
賃
運
動
は
コ
ロ
ナ
禍
で
こ

そ
最
賃
の
引
上
げ
を
か
か
げ
、

「
最
賃
ま
つ
り
」
実
行
委
員
会

な
ど
東
京
の
最
賃
運
動
の
結
節

点
を
検
討
・
企
画
し
ま
す
。
2

0
1
9
最
低
生
計
費
調
査
の
実

績
を
も
と
に
、全
国
一
律
最
賃
、

東
京
で
早
期
に
時
給
1
、
5
0

0
円
以
上
、
産
業
別
最
賃
・
企

業
内
最
賃
の
引
き
上
げ
に
取
り

組
み
ま
す
。

公
契
約
条
例
制
定
の
運
動

は
、
自
治
体
発
注
・
公
共
関
連

事
業
者
の
最
低
賃
金
を
底
上
げ

す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
地
域

最
賃
相
場
の
底
上
げ
に
も
つ
な

が
る
社
会
的
賃
金
運
動
で
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
の
経

済
政
策
、
地
域
循
環
型
・
持
続

可
能
な
経
済
を
つ
く
る
制
度
と

し
て
も
意
義
を
強
調
し
、
制
定

自
治
体
を
増
や
し
ま
す
。

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
コ

ロ
ナ
対
策
の
継
続
発
展
求
め
て

一
層
重
視
し
て
い
き
ま
す
。
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
問

題
、
「
差
別
賃
金
」
と
派
遣
労

働
の
拡
大
な
ど
、
正
規
職
の
隠

れ
長
時
間
残
業
な
ど
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

教
職
員
の
「
1
年
単
位
の
変

形
労
働
時
間
制
」
導
入
の
問
題

も
、
子
ど
も
の
教
育
と
家
庭
・

地
域
社
会
へ
の
影
響
な
ど
自
治

体
レ
ベ
ル
の
課
題
で
す
。

③
国
民
的
課
題

国
民
的
課
題
で
は
、
地
域
共

同
づ
く
り
、
市
民
運
動
と
の
連

携
強
化
、
共
同
行
動
の
前
進
を

重
視
し
ま
す
。
医
療
・
福
祉
な

ど
社
会
保
障
制
度
の
拡
充
、
緊

急
に
消
費
税
を
5
％
に
減
税
す

る
こ
と
、
地
域
組
織
で
は
、
住

民
要
求
と
密
着
し
た
羽
田
新
ル

ー
ト
問
題
、
不
要
不
急
な
大
型

道
路
建
設
、
横
田
基
地
・
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
撤
回
運
動
、
連
絡

会
に
結
集
し
、
都
段
階
の
共
同

運
動
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は

地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み

は
緊
急
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
深
刻
な
環
境
破
壊
と
新
型

感
染
症
の
発
生
、
自
然
災
害
の

巨
大
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト

と
脱
原
発
な
ど
人
類
的
課
題
に

取
り
組
み
ま
す
。

④
民
主
主
義
を
取
り
戻
す
歴
史

的
な
た
た
か
い

日
本
国
憲
法
を
活
か
し
、
立

憲
主
義
・
民
主
主
義
を
取
り
戻

す
歴
史
的
な
た
た
か
い
と
し

て
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
に
よ

り
政
治
の
転
換
を
求
め
ま
す
。

首
都
東
京
で
共
闘
を
広
げ
て
全

力
で
た
た
か
い
ま
す
。

東
京
地
評
は
労
働
者
の
要
求

を
実
現
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
解
散
総
選
挙
に
向
け
た
方

針
を
確
立
し
ま
す
。

⑤
組
織
強
化
と
拡
大
運
動

組
織
拡
大
運
動
と
活
動
の
強

化
を
最
重
点
課
題
と
し
て
推
進

し
、
目
標
も
掲
げ
増
勢
実
現
に

手
立
て
を
つ
く
し
ま
す
。
18
大

会
で
決
定
し
た
「
新
組
織
拡
大

の
中
期
方
針
」
の
実
践
を
重
視

し
、
増
勢
実
現
に
本
格
的
に
挑

み
、
早
期
に
東
京
地
評
の
組
織

を
増
加
に
転
じ
さ
せ
ま
す
。
そ

し
て
、
単
産
と
地
域
の
合
計
で

40
万
人
を
回
復
、
さ
ら
に
50
万

人
の
東
京
地
評
実
現
を
展
望
し

て
い
き
ま
す
。

個
人
加
盟
の
地
域
組
織
を
全

て
の
地
域
で
結
成
し
、専
従
者
、

労
働
相
談
員
の
配
置
に
よ
る
未

組
織
労
働
者
の「
駆
け
込
み
寺
」

と
し
て
、
一
層
強
化
し
ま
す

⑥
学
習
・
教
育
活
動

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
、
学
習
が

一
層
と
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
組
織
の
質
的
な
強
化
と
後

継
者
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
目

的
意
識
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
19
回
定
期
大
会
は
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
こ
そ
攻
勢
的
な
方
針

を
確
立
す
る
大
会
と
し
て
成
功

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

東
京
地
評
青
年
協
は
8
月
30

日
、
11
月
の
宣
伝
行
動
（
東
京

ジ
ャ
ッ
ク
）
の
プ
レ
企
画
と
し

て「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
労
働
運
動
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
会
を
ラ

パ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
34
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

千
保
実
行
委
員
長
に
よ
る
開

会
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
首
都
圏

青
年
ユ
ニ
オ
ン
委
員
長
・
原
田

仁
希
さ
ん
が
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
労
働
運
動
の
実
践
」
と
題

し
て
講
演
。
原
田
さ
ん
は
、
団

体
交
渉
を
行
っ
た
会
社
を
事
例

に
、
雇
用
維
持
・
給
与
補
償
・

休
業
補
償
の
獲
得
・
特
別
手
当

の
支
給
を
勝
ち
取
っ
た
経
験
を

報
告
し
な
が
ら
、
社
会
化
（
個

人
の
問
題
で
な
く
社
会
全
体
の

問
題
と
し
て
認
知
を
広
げ
る
こ

と
）
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を

強
調
し
ま
し
た
。

講
演
後
の
特
別
報
告
で
は
、

7
組
織
が
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
取

り
組
み
や
今
後
や
っ
て
み
た
い

こ
と
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
学
習
会
終
了
後
、
東
京
地

評
青
年
協
ツ
イ
ッ
タ
ー
発
信
用

の
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

「
＃
だ
か
ら
労
働
組
合
に
入
ろ

う
」
と
訴
え
る
参
加
者

（
8
／
30
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
が
収
束
せ
ず
今
後
の

状
況
と
対
応
次
第
で
は
、
受
け

入
れ
医
療
機
関
の
病
床
逼
迫
を

招
き
、
医
療
崩
壊
へ
の
懸
念
が

あ
り
ま
す
。
感
染
拡
大
を
防
止

し
経
済
・
社
会
活
動
を
両
立
す

る
た
め
に
は
、
同
ウ
イ
ル
ス
を

鑑
別
診
断
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
拡
充
が
不
可
欠
で
す
。

東
京
保
険
医
協
会
は
8
月
12

日
、
医
療
現
場
か
ら
見
た
感
染

拡
大
抑
止
策
と
し
て
要
望
を
ま

と
め
、
首
相
と
厚
労
大
臣
に
提

出
し
ま
し
た
。

要
望
し
た
内
容
は
、
①
同
感

染
症
の
診
断
を
診
療
所
や
一
般

病
院
に
お
い
て
安
全
か
つ
迅
速

に
診
断
す
る
た
め
に
唾
液
検
体

に
よ
る
抗
原
検
査
、
及
び
唾
液

検
体
に
よ
り
同
ウ
イ
ル
ス
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
同
時
に
診
断

で
き
る
検
査
キ
ッ
ト
の
開
発
と

導
入
の
補
助
、
医
療
機
関
ス
タ

ッ
フ
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行

う
こ
と
、
②
介
護
関
係
諸
施
設

へ
の
同
感
染
症
検
査
の
充
実
、

感
染
防
護
具
等
の
行
政
か
ら
の

支
援
、
お
よ
び
医
療
機
関
ス
タ

ッ
フ
へ
の
定
期
的
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
を
拡
充
す
る
こ
と
、
③
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
や
す
い
業

態
へ
の
十
分
な
休
業
補
償
を
し

た
う
え
で
休
業
要
請
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
が
実
現
す
れ
ば
、
発

熱
患
者
へ
の
、
か
か
り
つ
け
医

を
中
心
と
し
た
外
来
で
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
実
施
体
制
が
整
備
さ
れ

る
と
と
も
に
、医
療
・
介
護
現
場

で
の
院
内
感
染
や
集
団
感
染
の

発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
や
す
い

と
さ
れ
る
業
種
に
対
し
十
分
な

休
業
補
償
を
行
う
こ
と
で
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
有
効
な
実
施
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
流
行
期
ま
で
時
間
が
あ
り

ま
せ
ん
。
要
望
の
早
期
実
現
を

強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

19
日
行
動

8
月
19
日
、「
19
日
行
動
」

が
国
会
議
員
会
館
前
に
て
開

催
さ
れ
、
9
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
政
党
か
ら
は
、

立
憲
民
主
党
・
武
内
則
夫
衆

院
議
員
、
日
本
共
産
党
・
宮

本
徹
衆
院
議
員
、
社
民
党
・

福
島
瑞
穂
参
院
議
員
が
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
主
催
者
あ

い
さ
つ
し
た
菱
山
南
帆
子
さ

ん
は
、
臨
時
国
会
の
早
期
開

催
を
求
め
な
が
ら
「
市
民
と

野
党
の
共
闘
で
政
治
を
変
え

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
主
催
は
総
が
か
り
行

動
実
行
委
な
ど
。

安
保
破
棄
東
京
実
委
総
会

8
月
21
日
、
20
年
度
安
保

破
棄
東
京
実
行
委
員
会
総
会

が
東
京
地
評
会
議
室
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
現
行
日
米

安
保
60
年
の
今
年
、
在
日
米

軍
基
地
の
強
化
や
「
戦
争
す

る
国
」
づ
く
り
の
根
本
に
あ

る
安
保
条
約
を
廃
棄
し
、
対

等
・
平
等
の
日
米
関
係
を
築

け
る
政
府
に
転
換
す
る
こ
と

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
東

京
地
評
か
ら
は
、
代
表
理
事

に
荻
原
議
長
、
常
任
理
事
に

阿
久
津
常
幹
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

東
京
地
評
女
性
セ
ン
タ
ー
が

宣
伝
行
動

東
京
地
評
女
性
セ
ン
タ
ー

は
8
月
24
日
、
仕
事
帰
り
の

方
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
駅
頭
宣

伝
を
大
塚
駅
頭
で
行
い
ま
し

た
。
道
行
く
人
に
コ
ロ
ナ
禍

で
の
職
場
の
実
態
や
働
く
権

利
を
知
ら
せ
る
と
同
時
に
、

「
組
合
に
入
っ
て
一
緒
に
働

き
方
を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ

凍
結
へ
の
抗
議
も
併
せ
て
行

い
ま
し
た
。

東
京
春
闘
共
闘
1
日
幹
事
会

東
京
春
闘
共
闘
会
議
は
9

月
7
日
、
1
日
幹
事
会
を
ラ

パ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
単

産
・
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
・
事
務

局
か
ら
25
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
20
春
闘
中
間
総
括
な
ら

び
に
秋
年
末
闘
争
、
21
春
闘

構
想
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

た
春
闘
で
し
た
が
、
要
求
実

現
に
向
け
、
賃
金
や
労
働
条

件
の
改
善
、
組
織
拡
大
が
す

す
ん
だ
経
験
な
ど
も
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

都
民
連
総
会

9
月
11
日
、
都
民
要
求
実

現
全
都
連
絡
会
総
会
が
ラ
パ

ス
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
と
地
方
自
治
体
の
果
た

す
べ
き
役
割
」
を
テ
ー
マ
に

日
本
共
産
党
・
大
山
と
も
子

都
議
団
長
、
近
藤
な
つ
子
新

宿
区
議
団
長
か
ら
報
告
を
受

け
た
あ
と
、
方
針
案
、
決
算

・
予
算
案
を
提
案
・
討
議
し
、

拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。
都

民
連
事
務
局
長
に
東
京
地
評

・
白
滝
副
議
長
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

東
京
地
評
女
性
セ
ン
タ
ー

東
京
労
働
局
に
要
請

東
京
地
評
女
性
セ
ン
タ
ー

は
9
月
11
日
、
仕
事
と
生
活

の
両
立
、
男
女
平
等
に
働
き

続
け
る
施
策
の
拡
充
と
指
導

東
京
地
評
第
１９
回
大
会
方
針
案
の
ポ
イ
ン
ト

東
京
地
評
第
１９
回
大
会
方
針
案
の
ポ
イ
ン
ト

東京保険医協会が政府に要望提出

新型コロナウイルス
検査体制の拡充を

す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ
・
底
上
げ
勝
ち
取
り
、

コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
す
る

東
京
地
評
事
務
局
長

井
澤

智

東京保険医協会会長
須田 昭夫さん

東
京
ジ
ャ
ッ
ク
プ
レ
企
画

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
労
働
運
動
」

を
テ
ー
マ
に
学
習
会


